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 私が生まれた次の年に発売された曲でした。みなさんは見たことがないのではと思うのです

が、８ｃｍのＣＤを父親が車に積んで、いつも流していた小学生の頃の記憶が残っています。

80～90 年代に流行った曲を、レンタルショップで借りてきてコピーし、勉強の際のＢＧＭと

して流していました。（個人利用なので著作権違反にはなりません）最近の曲が悪いというわけ

ではありませんが、昔の曲のほうが、落ち着いて学習に取り組めたので（知っている曲や好き

な曲を流すと、どうしても気持ちが曲の方にいってしまう）生まれる前に流行った曲ばかり聴

いていました。 

 クリスマス向けのパーティー感が欲しいというプロデューサーの一声がきっかけで、バラー

ド調だった曲が８ビートのアップテンポの曲調にアレンジされたそうです。 

 みなさんは、この曲を耳にしたことがあるでしょうか。おそらく、サビはＣＭなどで聞いた

ことがある人がいるのではないかと思います。イントロクイズをした時に、５年前、10 年前

の曲よりも、20 年、30 年前の曲の方が知っている曲が多いのはなぜだと思いますか。それ

は、音楽の「形式」によるものが理由の一つです。今流行っている曲はＡメロ、Ｂメロ、Ｃメ

ロ、Ｄメロ、１サビ、２サビ、大サビ、のように曲によっては色々な要素が組み込まれていま

す。一言でいえば複雑なのです。ですが、昔の曲は、Ａメロ、Ｂメロ、サビしかありませんで

した。曲の構成が非常に単純だったのです。だから、聴き手にダイレクトに曲が入り、強いイ

ンパクトから、人の心に残っているのではないかと思います。 

 『世界中の誰よりきっと…』に続けて、自分自身に問いかけてみてください。これだけは負

けないぞ！これなら他人にも誇れる！というようなことはありますか。人それぞれ輝く場所や

瞬間、内容は違います。私は、世界中の誰よりも幸せに毎日を過ごしている自信があります。

他人にとっては大したことのないことでも、楽しいと思えたり、嬉しいと思えたりすることが

たくさんあればあるほど、幸せになっていくのかなと思います。この曲を聴くたびに、そんな

ことを考えています。 

 12 月 10 日は世界人権宣言が国連で採択された日です。先

日、人権作文やポスター、標語の優秀作品の表彰があり、３年

生も３人が選ばれ、表彰を受けました。堂々とした返事、表彰

を受ける姿、素敵でした。 

 

第 1 条 みんな仲間だ。わたしたちはみな、生まれな

がらにして自由です。ひとりひとりがかけがえのない人

間であり、その値打ちも同じです。だからたがいによく

考え、助けあわねばなりません。 

 

人権宣言を、誰もが分かりやすく理解できるように、日本語に

訳し『やさしい日本語で読む世界人権宣言』を詩人の谷川俊太郎

さんらが、発表しました。上にその第１条を載せましたが第 30

条まであります。ここには全て載せられないので、一度目を通し

てみてください。 

人権週間は、10 日で終わりますが、終わったからといって、

意識をしなくてよいわけではありません。逆に考えれば、週間を

設定するのではなく、常に心のどこかで、頭のどこかで、意識を

して過ごすことが大事なのではないかなと思います。 


